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運動思想史』（唯物論全書 14，三笠書房，1937 年 7 月）と『時代の青春　　新しい人間形成のた
めに　　』（人民群書，伊藤書房，1948 年 9 月）を取り出し，改めてぱらぱらとページをめくっ
てみた．また，1955 年 3 月に着任していた神戸大学の ｢ 近代会 ｣ が出していた『近代』誌の「新
島 繁追悼特集号」（編集兼発行人 神戸大学「近代」発行会，1958 年 12 月）を部分的にではある
が目を据えて読んでみて，新島さんの人間性の豊かさとその真摯な活動ぶりに改めて感じ入った






はこの後 ｢ 地方 ｣ の活動家の氏名などが記されている（2）），ということである．この文を初めて
読んだ時には割合サラッと読み過したのであるが，この一文の中には，実は井野川さんの，これ
らの人たちに対する深い敬慕とその死に対する無念の想い，哀悼の気持が込められていることに












　ところで，私にとってこのような重要な意味を持つ ｢ 新興教育運動 ｣ とその「当事者」との出
















































































































関係で実際にはそのようにいかず，第 2 号（1959 年 5 月 25 日），第 3 号（同 7 月 25 日），第 4
号（同 8 月 25 日），第 5 号（1960 年 6 月 1 日）という具合であった．そして第 6 号は改題され
独自の表紙をつけた『教育運動史研究』第 6 号（1962 年 9 月 1 日）となり，その後は，会活動
の新展開にともない，別の形のものに変わっている．発行所は新教懇話会，編集兼発行人は井野
川潔（「懇話会」の事務局担当者であり，事実上の責任者）であった．なお，発行部数は第 2 号





















　　　5　26　5 月例会　（同　第 4 号）
（井）署名（井野川潔）「編集部の前がき」
森谷　清（川崎・小学校教員）「神奈川での教育実践の調査から」
































































































































当検挙されるが，「放免」後の 11 月に現代教育社（社長 松枝良作）に入社し，雑誌『現代教育』
の編集に従事する一方，半専従的に「同盟準備会」の活動に挺身している．その活動は，同盟準
備会が日本プロレタリア科学同盟（「科同」）の中に「発展的解消」（1933 年 11 月）するまで続
いた（この時『教育新聞』も終刊）．この「科同」は，弾圧によって翌 34 年 5 月ごろ事実上の解
体・解散に追い込まれたしまった（このことは新興教育運動の終焉をも意味している）．
　その後の井野川さんは，「戦時」下の「強制疎開命令」で東京の蒲田から郷里の埼玉県北足立
郡戸塚村へ転居（1944 年 1 月）するまでの間，『教育文学』の創刊や新民書房の編集長，文芸同
人誌『否文学』や『山脈』の創刊，『文芸首都』の編集，『科学工業新聞』論説委員，などに携わ
り，合わせてこれらの誌（紙）上を中心に活発な執筆活動を行った．「戦後」も新教懇話会の発








なうねりとなって展開された年である．この条約は，この年 1 月岸 信介首相がアメリカ・ワシ
































集委員会が組織され，「当事者」側 3 名（井野川潔，黒滝チカラ，菅 忠道）と研究者側 3 名（川




















































































































































































　『新興教育』の創刊号（1930 年 11 月 1 日発
行）から第 3 号までの 3 冊を収録した複製版『新興教育』の第 1 巻が刊行されたのは 1965 年 10
月 15 日の日付であるが，実際は製本が遅れたせいでその 1 週間後のことであった．そのためも
あって発送は 10 月 24 日ということになった．その発送作業を担ったのは東大教育学部大田研究
室・民間教育史料研究会の会員たちであったが，そのときの様子を井野川さんは『図書新聞』


























































　この複製版の購読申し込みは好調で，10 月の初回配本時約 200 部（印刷は 300 部）であった
が，11 月の第 2 回配本では 280 部を超えるという状況であったので，3 回目からは 500 部印刷に
なっている．また「付録」の「『新興教育』複製版 月報」は第 1 号がガリ版刷り 13 ページであっ
たが，第 2 号からは 16 ページ立ての簡易オフセット印刷となり，第 6 号は 20 ページとなってい






（1930 年 9 月創刊号から 1932 年 4 月号まで）であった（そして全冊揃いは他のどこにもなかっ
た）．しかしその刊行が進行する中で新しく見つかったり，所在確認されるようになった資料が
かなり多数出てきた．そこで初めは全 5 巻ないし 6 巻として毎月一冊ずつ配本する予定であった
が，新しく発掘した資料を「複製版」の中に取り入れることによって，全 9 巻となった．それに
ともなって特に第 7 巻以後の配本時期は大きく後ろにずれ込み，結局第 1 巻から最終巻の発行









ちの 1 冊．その内の 32 年 7 月号は今日なお未発掘）




④　プリント版『新興教育』1932 年 9・10 月合併号，および 11・12 月合併号
（この時，元の形＝原寸大で作成されたプリント版 3 冊が別途配布された．）




宏 ｢ 新教解消に就ての二三の問題 ｣ という新興教育運動にとって重要な意味を持
つ文書・論文が掲載されている．〈野村 宏〉は ｢ 新教 ｣ 最後の書記長・小田真一
のペンネーム）



















　　『新興教育読者ニュース』No. 8, 9, 10
⑨　『教育新潮』（日本教育学会発行）　1928 年 1 月号～ 6 月号
（発行元の日本教育学会というのは，学術団体としての学会ではなく，出版社の
名称である．）
⑩　新興童話作家連盟機関誌『童話運動』1929 年 1 月創刊号～ 12 月終刊号
第 9 巻　この巻は「脇田英彦の手記」を基軸にして編集されている．脇田は平塚第三尋常高




















料』第 23 輯，1934 年 6 月
　　同　　第二部「教育対象としての児童の問題」，同前・第 25 輯，1934 年 11 月




⑬　文部省学制部『プロレタリア教育運動　下』1933 年 8 月















































戸若雄さん（12）の「プロレタリア教育書誌」（第 4 号から第 6 号まで三回連続）である．第一回は
｢『新興教育の周辺』の表題の下，一，一般使用人組合教育労働者版　二，「教育新聞」　三，自由
社版の単行本，について発行情況，内容，「発禁」措置，発掘状況などについて解説されている．
なお，｢ 教労 ｣ 準備会時代に創刊された機関紙『教育労働者』は 1930 年 9 月ごろ創刊されたこ










37 の書籍と 1 種の雑誌について簡潔な説明がなされている．この論稿によって「新興教育運動」
に関わる当時の出版物にどういうものがあったのか，その内容は，といったことが ｢ 一望 ｣ 出
来，後学の者にとっては大変役に立つ文献である．
　また，この「複製版」刊行の最中に教育科学研究会の機関誌『教育』が 1965 年 5 月号から




































　二回目は「複製版」の配本が無事に完了した直後の 1967 年 8 月，「『新興教育』複製版完成記
念シンポジウム」として開催された．主催団体，会場共に前回同様であった（ただ懇親会の会場
は東大前の喫茶店に変更）．午前の第 1 部では池田種生さんの「忘れえぬ人びと」と浦辺 史さん




3 部では，池田さんをはじめとする 20 名近い当事者に対して参会者から率直な質問が出された
りして，和やかな会となった．






























た 1968 年 8 月の「『新興教育』夏季シンポジウム」の後開かれた「総会」で「教育運動史研究
会」へと改称・改組することを決定したのである．こうして教育運動史研究は新しい段階を迎え
る．この小論の次回は，そこから出発することになる． （2014 年 11 月 23 日　勤労感謝の日）　
［補註］
































1985 年 8 月．
（11）　註（7）の井野川論稿「新しい教育運動史研究の課題　　教育運動史研究の歩みをあとづけ，現場
の教師諸君の参加を歓迎し期待する　　」，前出（3）の『教育運動史研究』第 15 号に掲載．
（12）　木戸さんは「戦時下」の「日本青年教師団運動」で活動した経歴を持つ．この論稿の執筆当時は東
京都教育信用組合内「ペンのひろば編集部」に勤務．同紙の編集人であった．
